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	見つかった課題


	教材備品購入計画（５月作成）を立てる際、事前に検討する場がなかった。
事務で学年・個人から集約した内容を教務と相談しながら、また各学年に状況を聞きながら計画案をまとめ、職員会議に提出した。

　

要望がまとまった後、教材検討委員会で原案を作成すれば、リストの優先順位や使用状況・必要性の実態がつかめると感じた。



	課題解決に向けた行動の経過（時系列で箇条書き程度）


	０８年５月末　　教材備品購入計画（決定版）を職員に提示。その際反省として「教材検討委員会」的な校内の委員会が必要と伝えた。
０８年１２月　　年度末反省会議で提案。了承を得る。次年度はまず１回開催とした。
０９年２月　　　新年度会議で再度修正部分として提案予定。

	行動する上で見えたこと


	◎昨年度までは予算額より要望が少なく、上記のような委員会等の必要性はなかったようだ。しかし開校１０年が過ぎ、施設設備の破損が少しずつ出てきていることを考慮すれば、「職員全員が現状を把握でき、多くの知恵で対策（優先順位も含め）を講じられるシステム」は作っておくべきと思った。
　

また、そのような事務の考えを伝えれば理解を示す教職員集団であることを転任早々感じられたのが、何よりの収穫だった。

	とりくみの結果なにがどうなったか


	学校運営計画に記述し、学校の年間計画の中にも入れてもらった。実際には新年度になってから要望をとりまとめ、それを委員会に諮り原案作成にあたりたいと思う。話し合いの中でいろいろな情報交換もできるので、併せて発信したいと考えている。

	とりくみの感想など


	　
過去２人の事務職員による実践の遺産があり、事務職員が仕事しやすい環境ができている。予算についてもそれなりに意識して、教育活動を行ってくれていることに感謝している。欠けているのは課題を掘り起こそうとする事務（私）の意識であろう。児童の生活も設備も（開校１０年で比較的新しい）ある程度落ち着いている環境だが、不足している点が見えてくている。教職員一人一人との会話をもっと増やさなければと感じている。


備考　＊本校の実態　学級数１０(１，２年各１学級、３年以上各２学級、特別支援１学級)
　　　　児童数　３４０名
